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1 主題設定の理由

　本校同地区内の中学校に勤務していたとき，
荒れていた学校ではないものの生徒たちの問
題行動は毎日のことだった。
　保健室には，摂食障害，不登校，鬱，その
他精神疾患，自殺未遂，性の逸脱行動（妊娠
の心配される相談），性的虐待，授業放棄，
教師への暴力などたくさんの問題を抱えた生
徒の相談を行っていた。ほとんどの生徒は，
自尊感情が低く「自分はどうなってもいい」
と思っている。こちらがいくら自己評価を高
めるようなアプローチをしても修正がきかな
い状態であった。その生徒たちの親は二通り
で，がむしゃらに何とかさせようとする親，
しかし子供は反抗する一方で改善しない。も
う一方は「うちの子はただ生きてさえいれば
それでいい」と，全くあきらめてしまう親。
　このような事例から，いかに子どもたちの
自尊感情を育てていくかが，学童時期の大切
な発達課題であると痛感した。また，それら
の自尊感情の育成には，学校や家庭の養育者
が大きなキーを握っていると感じた。
　今年度，本校勤務４年目である。本校は，
児童数98名の小規模校で異学年間の交流もあ
り明るく伸び伸びと生活をしている。しかし，
中には発達障害・虐待を疑うような児童や場
面緘黙の児童も１割ほどいる。子どもたちへ
の具体的な支援について養護教諭が全面的に
関わり，保護者の面談などもあわせて対応し
ている。児童の言動を親や教師がいかに理解
し対応するかがその子の発達にとって大きな

影響をもたらす。
　また，親は子育てについて関心はあるもの
の結果のみに気を取られて，子どもが担うべ
き力を親自身が担ってしまっていることも多
い。そのため，子どもは主体的に自分のこと
として受け止め生活する機会を失い，失敗し
たときに責任転嫁したりと現実を受け止め，
自己選択・決定・表現する力が乏しくなって
しまうという心配がある。
　実際，本校児童の様子を見てもそのような
傾向も否めない。
　自尊感情を育てるためには，学校と家庭・
地域がそれぞれの役割を分担しながら育てて
いく必要があると考えた。
　そこで，３年前から『未来21学習』とネー
ミングして学校・家庭・地域と連携した自尊
感情を育てる教育を計画的に取り組んできた。

2 研究の全体構想

（1）研究の目標
『未来21学習』とは……望ましい人間関係
の育成（性教育）と主体的な生活リズムの
定着
①健全な心の育成　
②自他への思いやり（主体的判断による）
③ 賢く生きる力（自己選択・決定・表現）
　　この３つをめざして未来のエネルギーの
根底となる自尊感情を育成していくために，
学校と家庭のあり方・そして効果的な取り
組みを工夫していく。
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（2）研究の仮説
ア　生活リズムについて

　学校から「子どもに規則正しい生活をきち
んとさせるべきだ！」という強迫観念が親に
伝わり，その結果，子どもが担うべきものを
親が担っている現状にあった。そのため，生
活リズムの結果だけを見るのではなくその過
程が大切であると考えた。そこで次のような
仮説を立てた。

● 良い親になるのではなく，責任ある親になるた

めにはどのような子育てがあるのかを話してい

くことが，主体的な生活リズムの定着につなが

るのではないか。ひいては，子どもが自分自身

の問題は自分で解決できる力をも，育つのでは

ないか。

イ　性教育について

　性教育は，広く“生き方教育”として捉え
ていきたいが，保護者や地域住民には“性
（性徴にともなうもの）”の教育と狭く捉えて
いた。そのため，家庭では教えられないと尻
込みしてしまい，ほとんどの人が学校におま
かせという感じであった。性教育は，その子
どものことを，一番大事に思える人が，その
子のことだけを考えて語ることこそ重要であ
ると思われる。そうしたことが，自尊感情を
育てる効果的な過程であると感じる。

　また，親は子どもの言動に戸惑うが，それ
が一般的な心の発達課題であることがわから
ず不安になり，子どもに悪影響を与えている
ことも少なくない。このことは，親子の信頼
関係をまずくしていて，子どもは親に大切に
されている感情が育たない。そのため，自分
の評価を低く見てしまうことにつながると考
える。そこで次のような仮説を立てた。

●子どもの発達課題を親が理解し，その過程で

大事な子育ては何かがわかることで安定した

親子の交流ができるのではないか。

　　その上で，学校の性教育と家庭の性教育の

役割を明確に提示しながら分担するプランを

与えていくことが，子どもの自尊感情を育て

ることにつながるのではないか。

（3）研究の方法
　研究の仮説に迫るための方法
ア　生活リズム

　①　家庭への働きかけ
　　ａ 　良い親と責任ある親の違いを知らせ，

子どもが主体的に生活リズムを担うた
めの手だてを紹介し，家庭全体で良い
交流ができるために祖父母にも働きか
けをしていく。

　　ｂ 　家庭の教育力を高める活動をPTA
と共に実践していく。　

　②　子どもに対して
　　ａ 　科学的な目で生活リズムを考えさせ

ていく。
　　ｂ　自己管理の体得を意識させていく。
イ　性教育

　①　家庭への働きかけ
　　ａ 　心の発達課題や自尊感情を育てる関

わりを載せた具体的な役割プランを立
て，家庭との連携を図り，学習後，具
体的にどんな話しを家庭でするのかの
ヒントを与えていく。
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　　ｂ 　PTAで研修会を行い意識化を図っ
ていく。

　②　子どもに対して
　　ａ 　年間４時間の「未来21学習」を計画

的に実施し，高学年ではテーマを設け
て行っていく。

　　ｂ 　学習プリントを家庭との連携も含め
て工夫をし，自尊感情を育てていく。

　　ｃ　年一回は授業参観で公開していく。
　　ｄ 　効果的に外部講師を招聘し授業を行

っていく。
　③　家庭・地域の共通理解を得る。
　　ａ 　子どもや親の意識調査をもとにして

指導内容を計画していく。　
　　ｂ 　指導内容は，学校・家庭・地域で検

討委員会を立ち上げ検討を行っていく。
　④　教師間の共通理解を得る
　　ａ 　授業研究として研修会をし共通理解

を図りながら行っていく。　

（4）研究実践の内容
ア　実態把握（全校親と子どもの調査）学級懇
談会で話し合う。【平成14年度】

　資料1のように，生活リズム調査の結果を
それぞれの学年の特徴と課題についてまとめ
て提示した。それをもとに，学級懇談会を行
い学校での生活リズム指導計画について共通
理解を得た。
イ　「良い親から責任ある親へ」のPTA研修会
と保健だよりの連載

　「主体的な子どもを育てる責任ある親と
は」のシリーズを保健だよりに連載した。資
料2は一回目の保健だよりで「生活リズムが
なかなか身に付かないという悩みにお答えし
ます」というもの。子どもと関わる親のパタ
ーンを載せた。８回シリーズで，その中には
特別寄稿として資料3の県内臨床心理士の先
生や奈良少年鑑別所長さんのメッセージを載
せたところ，保護者の反響も大きく「参考に
なった。じっくりと聞いてみたい」という声
が多かった。
ウ　責任ある親となる望ましい3世代同居の交流
　祖父母学級「ぽかぽか集会」の試み

　本校の 90 ％ の家庭は３世代同居である。
そのため，主体的な子どもを育てるために関
わろうとしても祖父母の協力が不可欠になる。

●資料1／調査結果の考察
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　写真１と２にあるように祖父母と孫の集会
をひらき，簡単なゲーム後，祖父母に対して
養護教諭から話をした。中でも子どもの事前
アンケートから「祖父母のよいところ」２位
に「何でも買ってくれる」と書いている子ど
もが「祖父母にお願いしたいこと」１位「長
生きして欲しい」に対し２位群は「○○を買
って欲しい」と答えた。その実態をきっかけ
に，主体的な子どもを育てる必要性とそのテ
クニックを話した。祖父母学級終了後４年生
児童の母親から手紙が届いた｡「祖母が子ど
もに自分のことは自分でするように学校で教
わっているんだってな，と言っていつも世話
をしすぎる祖母が目をかけるだけになった」
というものだった。家庭内が同じ方向を向い

て，子どもを育てることができるのは，それ
だけで７割成功であると思われる。
エ　親子ふれあいタイムの実施・『主体的な子ど
もを育てる親の言葉とは』ロールプレイを入
れてのPTA研修会
　写真2の親子ふれあいタイムは研修会の前
の時間，全校の親子を対象に行ったもの。
　親子で簡単なゲームをしたり，語り合った
りしながら，あらためて子どもと向き合って
みての親の感情を，次の研修会に結びつくよ
うにした。その後，親を対象に『主体的な子
どもを育てる親の言葉とは』のPTA研修会
を実施。実際にあるような家庭の様子を，ロ
ールプレイにして（写真3）PTA役員が演じ
ながら言葉がけを講師とともに考える会にし
た。会員からは，「ただ講演を聴くのではな
く，劇化されていてとてもわかりやすかった。
すぐに使えそうだ。」と好評だった。

●資料4／奈良少年鑑別所長木村恵子先生からの寄稿

●写真1／祖父母学級の様子

●資料2／シリーズの保健便り ●資料3／臨床心理士：大御均先生からの寄稿
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オ　行事前自己健康管理を担わせるための生活
リズムカードの活用とPTA総会での説明　
　資料5の生活リズム指導内容年間計画に従
って，保健だよりをもとに学級担任が指導を
している。朝会で養護教諭が指導をすること
もある。運動会・修学旅行・社会科見学・遠
足などの行事に，元気に参加できるための自
己健康管理を考えさせながら取り組ませるも
の。（資料6・7）子どもたちは行事を元気に
過ごしたいという気持ちがあり意欲的に取り
組めた。
カ　親子でマナーを学ぶ会／茶室で挨拶の仕方・
食事のマナーなどを学ぶ

　PTA母親委員会が主催となって行った。
親が正しい食事のマナー，挨拶の仕方がわか
らないので子どもに教えられないという声が
あり，表千家師範の先生のお茶室で親子で学

習をした。写真4はご飯やおみそ汁を食べる
ときのマナー，箸使いなどを教えていただい
た。先生の「挨拶は人を敬う大事なことなの
です」という言葉が親子の胸に響いた。
キ　「子どもに性を語ろうよ」PTA研修会の実施
　講師を迎えて，今後「未来21学習」（性教
育）を進める上で現在の若者の性行動や性感

●資料5／生活リズム指導内容

●写真3／ PTAのロールプレイ●写真2／親子ふれあいタイムの肩もみ

●資料6／生活リズムカード ●資料7／生活目標

●写真4／日本料理マナー講習会
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染症の実態をPTAや地域全体で理解する会
となった。
ク　「未来21学習」全体構想図　が完成【平成

15・16年度】
　資料8の「未来21学習」の家庭と学校の役
割プラン全体構想図についてPTA総会（ほ
ぼ全家庭が出席）時に特に，家庭の役割につ
いて詳しく説明をしている。
　また，資料8は低・中・高学年のブロック
に分けてそれぞれの心の発達課題と自尊感情
を育てる家庭での関わりがわかるようになっ
ている。さらに，学校での「未来21学習」後，
学習プリントを家庭に持ち帰り，家庭で具体
的にどのような話しをしたらいいかというヒ
ントも明確にして表示している。
ケ　「未来21学習」の実施／学習プリントの活
用と学習内容検討委員会の開催

　資料9の学校の役割にある年間計画を実施
している。文部科学省の学習指導領にはない
ため，子どもの発達段階・親や地域の願いな
どに合わせて内容を検討している。昨年度か
ら，子どもや親に対して意識調査を行いそれ

らを参考にしながら学校・家庭・地域の代表
者からなる「未来21学習」内容検討委員会を
開催しそこで十分な意見を聞き構成した。
　今年度は検討委員会を学校保健委員会の中
で実施した。（写真5）
　「未来21学習」６年生の内容に『○○な未
来へさあ出発だ』というテーマの学習がある。
これは学級活動の時間だけではなく，道徳と
の関連性をもたせ発展的に指導している。　
　内容は……

●資料8／「未来21学習」全体構想図

１時間目〈ねらい〉自分の将来への夢をポジテブに
考えさせる。これから，その可能性あるどんな未
来に出発するのかを考えさせ自分自身を高めるイ
メージをつかませる。

　〈内容〉今までの自分史を書く。夢が現実になる
ハリーポッターの未来図にこれからの自分の人生
を書く。そして，「○○な未来へさあ出発だ」の
○○にそれぞれ言葉を入れる。

２時間目〈ねらい〉自分の可能性ある夢に向かって
考えた言葉が，情報により変えられてしまう実態
を知らせ，自分のテーマを全うできるような賢い
選択・決定・表現する力を養わせる。

　〈内容〉「未来と情報を自分の手で」担任・養護教
諭・警察の方と授業を行う。情報の良い点・悪い
点。事前調査での今の情報源。情報により犯罪な
どに巻き込まれてしまった例。ロールプレイによ
りスキル学習。
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●資料9／「未来21学習」役割プラン

●写真5／内容検討会の様子

●資料10／学習プリント（2年「おへそのひみつ」）

　ぼくの考えた未来が，あのテープ図のようになる

ように佐藤先生からお聞きしたことを忘れないで，

生かせるようにおぼえておきたいと思いました。

　それに，４つのモードを忘れないようにし，だま

されないようにしたいと思いました。

　自分のえがいたすてきな未来に上手にいかして，

自分の未来をしっかりとつくりたいと思いました。

●資料11／ 6年男児授業後の感想

　今は親が守ってやれるのにも限界がある。危険

が拡大している。自分を自分で守ることの大切さ

を感じてください。

　　　　こんなことを教えました！

　家にパソコンがないから心配ない……ではなく，

これから先，携帯電話を持つであろうその時の為

にテレビなどからの情報で「危険」と思うものに

は絶対関わらないようにしよう。好奇心でしない

ように。

●資料12／学習プリントの中の親のメッセージ



57

　また，資料10のように学習プリントは学
習時，子どもたちが書く活動の他に家庭に持
ち帰りお家の人に報告する材料にしたり，お
家の人から一言メッセージを書いてもらい回
収している。このプリントや授業の時に頂い
たお家の方からの手記は６年間ファイルに個
人ごと綴り卒業の時にプレゼントする。昨年
度は全家庭のメッセージを『我が子へ　強く
賢くやさしい未来への力を』という一冊の本
にまとめた。
　地区民に授業への参加をお願いした授業と
して『自分の命は自分で守ろう』がある。地
区の子ども110番の家庭・PTA・地区センタ
ー関係・警察署員に協力をいただき誘拐に合
わないためのロールプレイを中心に実施した。

（5）研究の成果
　子どもの意識調査の結果，お家の人から
「未来21学習」について聞かれたり教えても
らうことをどう思うかという問いに80％以上

の子どもが「正しいことをお家の人が教えて
くれてうれしい」「大事にされている気がす
る」と答えている。また，親の意識調査では，
３年前と比べて性に関する親の意識に変化が
あったかという問いに89％が「ある」と答え
ている。その内容は「何を話していいのかが
わかってきた」（28％）「参観やプリントから
話しがしやすかった」（48％）「子どもも話す
ことが多くなった」（20％）であった。親の
意見から「他の学校の親が子どもに性のこと
を尋ねられて答えられなかった。しかし，未
来21学習で親としての語らいも教えてもらえ
る。大変良かった。」このように親自身も
「未来21学習」を効果的に評価している。長
井市内でも性教育を重点的に取り上げている
が，今年度写真7の研修所主催の研修会に授
業提供した。５年「命の重さ～自分や友達の
命・存在について考えよう～」学級活動を担
任と養護教諭のＴ・Ｔで行った。指導助言で
は，家庭や地域の連携を上手に実施していて
モデルにしたいということで評価をいただい
た。尚，５年生はその後道徳で「命の重さ～
電池が切れるまで～」を実施する予定である。
また授業参観では親も参加しての「自分の
命・友達の命」を11月に行う予定である。

3 おわりに

　外的な刺激によるモチべーションでしかな
い子どもの実態から，学校と家庭の良くない
交流を明らかにし少しずつ親の意識を変え，
さらに子どもの主体性を育てていく活動がで
きた。まだまだ，十分ではないところがある
が，何よりも親との信頼関係が築けたことが
効果的な指導ができたことにつながった。ま
た，地域が協力的であることも子どもの健や
かな成長に欠かせない要素である。この要素
つくりを少しは担えたこと。大人が安定しそ
の中で子どもが安定する。今後も，子どもが
幸せになるように邁進していきたい。

●写真6／ 1年通報練習の様子

●写真7／長井市研修所公開研授業提供




